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アクシアル リテイリング  年度方針

グランドデザイン

マスメリットの創出と
社会課題への対応に向けて
おいしさを究める

　この度、第24版となる「CSRレポート2024」を発
行いたしました。
　昨年2023年度は、新型コロナウィルス感染症が5
類に移行したことで日常を取り戻し、人流が戻りお盆
やお正月休みの帰省客が増え、事業への追い風となり
ました。このような事業環境の下で、私たちはアクシ
アル リテイリング設立10周年という節目を迎え、経
営体制を刷新し、当初の目的である「マスメリットの
創出」に向けて取り組んでまいりました。その改革は
まだ緒についたばかりではありますが、確実にあゆみ
を進めています。
　製造機能を担う（株）ローリーは、店舗数拡大に伴う
製造の「量」と「質」の向上に向け、デリカセンターを
新設しこの春に稼働を開始しました。また、物流機能
を担う中之島チルドセンターでは増改装を行い、店舗
への商品安定供給に向けた体制を整えました。
　このように、規模の拡大に向けた対応と機能の整備
を進めていますが、規模と機能を支えるのは人です。
私たちはTQM（総合的品質管理）を根幹に据えた経営
を行うと同時に、このTQMに基づいた人づくりを進
めています。これら規模・機能・人材によってチェー
ンストアとしてのマスメリットを創出し、お客様に「豊
かさ・楽しさ・便利さ」をご提供すること、これが私
たちの目指すグランドデザインとなります。
　また、昨年度は「事業と社会性の一体化」を目指した
エシカル商品「Hana-well」を立ち上げました。この「事
業と社会性の一体化」とは、従来事業活動と社会課題
対応が別々の取り組みであったのに対し、商品を一品
一品販売すること自体が何かしら社会課題への対応に
貢献することを目指した活動を指しています。
　例えば、昨年度多くのお客様からご支持の高かった
商品に「新潟県のお米と茶豆でつくった『ふわっと』」
がございます。これは、私たちと同じ新潟県長岡市に
本社を構える岩塚製菓様から主旨にご賛同いただき、
同社を代表する商品「ふわっと」に規格外の新潟県産

茶豆を練り込んだ米菓です。この取り組みによって、
従来食されることのなかった規格外茶豆の廃棄の削減
につなげることができました。
　社会課題への対応に貢献する「Hana-well」商品は
昨年春に約60アイテムでスタートしましたが、現在
は140アイテムを超える品揃えとなりました。社会課
題への対応に貢献するというこの取り組みは、長く続
けることが大切となります。
　「Hana-well」商品に限らず、プライベートブランド
商品や惣菜等オリジナル商品が長くお客様からお買い
求めいただくためには、「おいしさ」が最も重要だと考
えています。おいしいからこそ、多くお買い上げいた
だけ、そこからマスメリットが生まれ、お手頃な価格
でご提供ができ、さらに良い商品へと磨かれる、とい
う好循環が生まれます。今年度はこの「おいしさ」をド
まん中に据えた事業展開に注力してまいります。
 
　本CSRレポートでは、環境についての取り組みにつ
いてもご紹介しています。昨年度、原信白根店が建物
の省エネ達成度ランク最高位の『ZEB』認証をいただ
きました。これは食品スーパーマーケットでは初めて
のことで、私たちの環境経営の取り組みが結実した認
証となりました。
　また、物流2024年問題を迎える中、物流における
ドライバー不足問題への対応やCO2排出抑制を目的
に、遠隔地からの野菜調達において、長距離物流を鉄
道貨物で輸送するモーダルシフトの取り組みを新たに
始めました。この取り組みは共同調達機構CGCグルー
プおよびその加盟スーパーマーケットと共同で取り組
んでいるものですが、非常に高く評価され経済産業省・
国土交通省が主催する会議で表彰をいただきました。
 
　これからも私たちは、社会課題への対応について一
つ一つ向き合い、持続可能な社会の実現に向けて貢献
してまいります。

原 和彦

アクシアル リテイリング株式会社
代表取締役社長 ・ ＣＥＯ

『おいしさがドまん中大作戦！！』
～うまいよねって言われたい！(≧▽≦) ～

お客様に「豊かさ・楽しさ・便利さ」をご提供します

グループ年度方針

人  材
〈基盤はTQM〉

仕組み
機  能

「規模・機能・人材」によってチェーンストアとしての「マスメリット」を創出し、お客様に「豊かさ・楽しさ・便利さ」をご提供します。

基盤活用で
次のステージへ

①営業政策・情報の共有化推進
②ＰＢ・オリジナル商品の共有化推進
③デリカセンターの活用推進
④社会環境変化への対応
⑤新本部設立

1 選ばれるアクシアル
に向けて

①事業と社会性の一体化
　自然と環境、健康、エシカル
②働きがいのある職場環境づくり
③コミュニケーションの活性化
④人材の育成と獲得

3次の成長に向けた
計画づくり

①新規商勢圏開拓
②新フォーマット開発
③製造・物流拠点整備の
　計画推進
④IT活用の強化
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グループ重点テーマ

TQMを活用して
自己変革

TQMの実践で課題に
挑戦し続ける人材の育成

1 現場力を高める

現場発信のアサーション※
と改善提案
※誰でも公平に指摘し合えるコミュニケーション

3ROA15%を目指した
活動推進

ROA※を意識するための
仕掛けづくりと実践
※ROA:総資本経常利益率
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■ 物流センター
■ 製造工場（ローリー）
■ 情報システム（アイテック）
■ 商品調達・シェアードサービス
  （原信ナルスオペレーションサービス）
■ 印刷デザイン（高速印刷）等

スケール
規  模

チェーンストアとしてのマスメリットを創出

■店舗数131店舗
原　　　信  68店舗
ナ　ル　ス  13店舗
フレッセイ  50店舗

2024年3月末の店舗数


